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　　第５次和寒町社会教育中期振興計画の重点目標などから５年間の評価と新振興計画の重点項目
《社会教育振興部会関係》
第１節　社会教育の充実
１．家庭・地域の教育機能の充実
◇地域社会の教育機能の充実

　地域社会が一体となった青少年の健全育成をめざす学習活動の促進に努める。

○　地域課題に取り組む地域活動の促進

○　関係機関、団体とのネットワークづくりの促進

○　地域の特色を活かした体験活動の充実

□社会環境を良くする □健全育成を地域ぐるみで □青少年育成町民会議や □生活文化の伝承や自然

　地域活動の充実 　行う重要性の啓発活動の 　子供会・PTAなどとの連携 　体験・社会体験など様々

　充実 　協力の促進 　な体験活動の充実

・花いっぱい運動の ・「道民家庭の日」（毎月第３ ・学社連携、融合の推進 ・地域の教育資源の積極的

　充実 　日曜日）の実践奨励 　な活用

・青少年の環境浄化 ・青少年育成町民会議の ・学習に関する情報提供や

　運動の充実 　活性化 　学習の場の提供

　（あいさつ運動、明るい家

　庭づくりなどの標語募集と

　短冊配布など）

・情報時代のなかで、 ・青少年が地域の次代の担 ・関係機関がそれぞれの ・核家族のなかで生活文化
　青少年を取り巻く環境 　い手であるという意識に欠 事業を展開しているが、 　や年中行事など伝統文化
　変化に対応できなく 　けている。 連携が取れていない。 　が伝承される事が少ない。
　なっている。 ・地域の担い手の育成を家 ・関係機関相互の情報が ・共稼家庭が多くなり、親子
・地域の青少年を含め 　庭や学校のみに責任をお 提供されていない。 　で自然体験や社会体験の
　事業が少なくなって 　しつけている。 ・教職員の持つ教育の専 　場が少なくなっている。
　いる。（祭りや運動会） ・青少年の育成にかかる政 門性を地域が利用でき ・学習の場提供においても

　策が明確にされていない。 ていない。 　生活文化や体験学習の提
　供機会が少ない。

・青少年の健やかな ・青少年生活信条の周知や ・地域や関係機関が学校 ・豊富な知識と経験をもつ
　成長を願うのは地域 　健全育成にかかる明確な 　教職員の教育に関する 　高齢者の活用や学校教
　社会の念願であるこ 　政策確立が必要である。 　専門性を活用したり、学 　職員の活用する事業展
　とから、子どもたちと 　校が地域の人材を活用 　開が必要である。
　ともに地域が行う事 　するなど、相互の連携が ・子どもの成長過程に合う
　業や体験活動が必 　必要である。 　精選された様々な事業の
　要である。 ・小中高等学校や関係機 　展開が地域や関係機関
・地域の住民が社会 　関相互の情報交換や連 　が展開する必要がある。
　参加や環境負荷軽 　携が必要である。
　減、環境浄化など
　率先して範を示す
　態度が必要である。

・地域単位の事業の中 ・青少年の健全育成に地域 ・青少年育成町民会議の ・自然や生活体験に地域の
　に青少年を取り込む 　が関わりを持つことを啓発 　存在意義を共通認識す 　教育資源を活用する
　企画事業を実施する ・青少年の育成にかかる関 　る様な啓発が必要 ・学校教員や経験豊富な高
・環境浄化に対する 　係団体の活動活性化 ・学校は当然のことながら 　齢者など地域の豊富な人
　住民意識の醸成が 　地域子供会や行政区・ 　材を活用した体験や創造
　必要 　事業所の連携と協力が 　活動を実践

　必要である。
方向性

課　題
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　　第５次和寒町社会教育中期振興計画の重点目標などから５年間の評価と新振興計画の重点項目
《社会教育振興部会関係》
第１節　社会教育の充実
２．社会教育活動の充実
◇青年の学習活動の充実（１６歳～２５歳）

　自己実現と地域の活性化をめざす多様な学習機会の拡充に努める。

○　青年の学習ニーズに応える学習機会の充実

○　青年団体の支援と活性化

□個人学習を支援する □職業に関する技術や資格 □青年の集う場の充実 □各種リーダー研修会への

　学習機会の充実 　取得のための多様な学習 　参加奨励

　機会の充実

・通信教育に関する情 ・資格取得講座の検討（パソ ・新就業者の集いの充実

　報提供と支援 　コン・簿記・医療事務など） ・成人式の充実

・インターネットのメー ・自主活動への支援（青年

　リングリスト機能を使 　音楽祭など）

　った対話型の学習機 ・明日の親になるためのセミ

　会の検討 　ナーの実施

・情報社会のなかで ・職業感に関する教育の ・団体組織が崩壊している ・学業や就業を求めて人
　個人の学習機会や 　場が不足している。 ことから、青年同志が集う 　材が流出している。
　内容に大きな格差 ・農業や商工業後継者に 機会が少なくなっている。 ・町内の青年層のリーダー
　ができている。 　専門的な知識が求めら ・モータリゼーションや情報 　育成が行われていない。
・価値観の相異により 　れている。 社会の中で個人活動が多
　個人学習の内容は くなってきている。
　多岐になっている。 ・就業場が不足していること
・求めれば学習の機 から、フリーターやニート
　会と場は多くある。 族が多くなってきている。

・経済観や生活観の相異が
青年の晩婚化を招いて
いる。

・情報社会の中で個人 ・後継者の求める学習内容 ・職業観やものの考え方 ・青年団体組織の育成
　学習の内容と機会は 　は多岐にわたっていること 　の相異が見られることか 　に向けて、後継者や農
　数多く存在することか 　から、関係する専門機関 　ら、青年の求める団体 　業・商工業・企業の各種
　ら、個人の求める学 　の情報やネットワークの 　団体活動の重要性を 　団体の若年層の意識啓
　習内容について、そ 　形成が必要である。 　啓発するとともに、団体 　発を行う必要がある。
　の方法と情報提供が 　組織の育成が必要であ
　必要である。 　る。

・青年層の晩婚の傾向が
　みられることから、男女
　の出会いの創造、結婚
　観に関する啓発が必要
　である。

・通信教育や放送大学 ・職業に関する技術や資格 ・青年が仲間作りや共同 ・青年層のリーダーとなる
　インターネットなどを活 　取得のための多様な学習 　学習のために集う場所 　若者に各種の学習機会
　用した多様な学習活 　情報の提供を商工会や建 　を条例等の柔軟な運営 　を提供する。
　動を奨励する。 　設協会、農協、普及センタ 　により確保する。 ・青年のリーダー養成のた

　―などと連携して行う。 ・青年層の適切な職業感や 　めに意欲ある青年の学習
　結婚観を醸成する 　支援を行う。
・高校生を巻き込んだ青年
　層の企画事業等の展開

方向性

今後の

重点項目

推進項目

具体的施策

・
課　題

活動事例

現　　状

問題点

－３－



　　第５次和寒町社会教育中期振興計画の重点目標などから５年間の評価と新振興計画の重点項目
《社会教育振興部会関係》
第１節　社会教育の充実
２．社会教育活動の充実
◇成人(一般）の学習活動の充実（２６歳～６４歳）

　個人学習への支援と地域活動への参加促進に努める。

○　多様なニーズに応える学習機会の充実

○　団体の支援充実

□社会の変化や学習ニーズに対応 □自主団体活動への支援

　した学習機会の提供

・各種公民館講座の充実

　（パソコン講座・ボランティア講座 ・生涯学習指導者の登録の推進 ・青少年育成町民会議の活動支援

　環境教育講座など） ・各種研修会への参加奨励・支援 ・連合PTA活動の支援

・生涯学習推進職場の指定の実施 ・各種情報提供の充実

・男女共同参画社会についての学 　（和寒町社会教育ホームページ

　習機会の提供 　の作成）

・通信教育に関する情報提供と支援 ・ボランティア活動の奨励

・インターネットのメーリングリスト機

　能を使った対話型の学習機会の検

　討

・学習の機会は多くあるが、参加者 ・登録をしたことはあるが、継続され ・関係機関・団体からの情報不足
　がすくない。 ていなく。周知と活用が不十分で ・関係機関が主体的に進める学習
・個人学習の実態が把握されない。 ある。 を助長する体制がない。

・社会教育のホームページは作成 ・連携の中心となる社会教育が、関
されていない。 団体に依存している傾向がある。

・様々な自主団体が活動しているが
会員の固定化傾向がある。

・自主団体活動への補助金支出が
支援活動と誤解している。

・個人学習の支援のために、様々な ・自主団体活動の支援体制の確立 ・関係機関と自主団体活動の役割
　学習機会と学習方法の情報提供 　が必要である。 　を明確に認識する必要がある。
　を促進する必要がある。 ・魅力ある自主団体活動により、会
・住民の学習要求を的確に把握し 　員等の新規加入を促す情報提供
　精選した学習機会の提供に努める 　が必要である。
　必要がある。

・職業技術や教養に関する多様な ・生涯学習指導者の有効活用 ・自主団体の活動情報を広く周知
　ニーズの学習に対する講習会 ・自主団体への各種情報提供 　する。
　や研修会、通信教育やインター ・自主団体の組織化へのきっか ・自主団体への事業委託や支援
　ネットなど学習方法の情報提供 　けつくり
　を充実する。 ・自主団体への事業支援

方向性

重点項目

推進項目

具体的施策
□関係機関・団体との連携強化

活動事例

－４－

現　　状

問題点
・

課　題

今後の



　　第５次和寒町社会教育中期振興計画の重点目標などから５年間の評価と新振興計画の重点項目
《社会教育振興部会関係》
第１節　社会教育の充実
２．社会教育活動の充実
◇成人(女性）の学習活動の充実（２６歳～６４歳）

　社会の変化に対応した学習機会の拡充や地域活動への参加促進に努める。

○　社会の変化や生活課題に即した学習機会の拡充

○　団体の支援充実

・各種公民館講座の実施 　 ・女性団体代表者による交流会の実施

・各種研修会への参加奨励、支援

・男女共同参画社会についての学習機会の提供 ・魅力ある女性団体活動の支援

・女性大学セミナーの充実 　 ・若年層の参加奨励

・ボランティア活動の奨励 ・女性団体だよりの発行奨励

　（託児ボランティア・発展途上国への物資援助協力など）

・女性の持つ生活や地域における課題解決のための ・地域婦人会の解散など女性団体組織が少なく
　学習機会がすくない。 なってきている。
・昨今の女性が持つ学習ニーズや課題が把握できて ・少人数の目的女性団体があるが、把握できて
　いない中で公民館講座や文化講演会などが開催さ いない。
　れている。 ・魅力ある女性団体組織がなく、若年層の参加

は望めない。

・昨今の女性の学習意欲は高く、その要望も多岐に ・地域婦人会の崩壊に見られるように、女性の
　なっていることから、学習要求を的確に把握すると 　団体活動への認識が希薄になってきている
　ともに精選した学習機会を提供する必要がある。 　ことから団体活動の重要性の啓発が必要である。
・男女共同参画の観点からも、公民館事業への参加 ・子育てなど身近な生活課題を解決したり、地域
　やボランティア活動、地域づくりなど積極的な社会 　づくりなど女性の社会参加を促す団体育成が
　参加を促進する必要がある。 　必要である。

・様々な女性が活動している目的団体を把握
　するとともに、目的団体の持つ課題解決に対
　する支援や活動の助長を促す必要がある。

・女性の社会参加のための学習支援 ・女性の自主団体の活動相談の充実
・個人学習のための学習方法の情報提供 ・女性の自主団体の育成支援
・女性のための起業や生産活動の学習支援 ・自主団体運営のための研修会を開催し
　 　リーダー養成を行う。

・女性自主団体の連携のための交流会等の開催
今後の

課　題

方向性

具体的施策

　（介護・看護講座・年金・保険講座など）

重点項目

推進項目

活動事例

現　　状

問題点
・

－５－

□学習ニーズに応える学習機会の充実 □女性団体・指導の研修機会の充実



　　第５次和寒町社会教育中期振興計画の重点目標などから５年間の評価と新振興計画の重点項目
《社会教育振興部会関係》
第１節　社会教育の充実
２．社会教育活動の充実
◇成人(高齢者）の学習活動の充実（６５歳以上）

　高齢社会に対応した学習機会の提供と社会参加促進に努める。

・三笠山大学の充実 　 ・公民館ロビー作品展の開催

・市街地区高齢者学習支援事業の実施 ・商工会や学校との連携による作品展の開催

・ボランティア活動の奨励 　 ・上川北部公民館連盟高齢者作品巡回展の開催

・公民館分館活動高齢者学級への出前講座の実施

・異世代間ふれあい事業の充実

・学校の事業への支援事業の実施 　

　

・情報や科学技術の伸展により高齢者の意識や認識 ・高齢者の持つ特技や学習の成果の発表の場が
　の格差が見受けられる。 多く設けられていない。
・これまで培ってきた地域文化が、若者達のものの ・町民文化祭や高齢者作品展では、限られた者
　見方考え方の相異により失われつつある。 しか出展できていない。
・高齢者の余剰労働力の活用が少ない状況にある。

・健康で生きがいのある生活のために、高齢者の多岐に ・高齢者の持つ特技等を広く周知するために展示
　わたる学習機会の提供が必要である。 　会や即売会などを自発的に開催する必要があ
・高齢者の豊富な知識や経験を地域づくりや文化形成 　る。
　のために活用することが必要である。 ・公民館や図書館、郵便局などの公共施設をは
・失われつつある生活習慣や地域文化を若年層に伝承 　じめ農協など民間企業の展示場所の利用も促
　する主体として活用することが必要である。 　進する必要がある。
・高齢者の豊富な知識や経験を基本とした余剰労働力 ・上川北部公民館連盟は解散したが高齢者巡回
　をボランティア活動などの社会参加に活用する必要 　展は継続して実施する必要がある。
　がある。

・生きがいや健康づくりのため、高齢者の持つ知識や ・高齢者の趣味や特技を発表する機会の提供
　経験を活用する学習展開 ・高齢者の趣味や特技による経済活動を高める
・時代の変遷に柔軟に対応する学習機会の提供 　場の提供
・趣味や興味を高め、生きがいのある生活のための学習
　機会の提供今後の

課　題

方向性

推進項目

具体的施策

活動事例

現　　状

問題点
・

－６－

○　高齢社会に対応した学習機会、学習発表会、交流機会の拡充

□生きがいを高める学習機会の充実 □作品発表機会の拡充

重点項目



　　第５次和寒町社会教育中期振興計画の重点目標などから５年間の評価と新振興計画の重点項目
《社会教育振興部会関係》
第１節　社会教育の充実
２．社会教育活動の充実
◇ボランティア活動の充実

　自発的な社会参加を促進するボランティア活動の充実につとめる。

○　ボランティア活動の奨励・支援

○　ボランティア活動に関する情報　 　

・関係機関との連携を図りながらボランティア研修会への ・町内の公共施設でできるボランティア活動や意義

　参加奨励 　 　などを盛り込んだボランティア情報誌の作成

・生涯学習ボランティア研修会の実施　 ・社会教育だより「ネットワーク」などでボランティア

・ボランティア活動を行う団体の支援（和寒国際交流の会） 　活動の紹介

　

・ボランティア活動を行う団体を把握ができていないこと ・ボランティアクラブはあるが、その活動内容が
　やボランティアに関する情報や認識不足のために、助 周知されていないことから、会員の固定や活動
　言や支援が不足している。 内容が固定化してきている。
・生涯学習に関するボランティアへの情報提供、それら ・個々でボランティア活動を展開している人々が
　の活用が円滑にできていない。 いるが、把握されていないため情報提供もでき

ないのが現状である。
・ボランティア活動が、ともすれば行政のお手伝

いになっている場合がみられる。

・ボランティア活動の重要性に鑑み、ボランティア団体 ・ボランティア団体の活動について町内外の情報
　の把握とその活動の助長を促す必要がある。 　を収集しながら、広く周知し活動の奨励を促進す
・ボランティア活動は様々な場所や場面で展開されて 　ることが必要である。
　いることから、ボランティア活動のネットワーク形成に
　よる情報収集や提供が必要である。
・ボランティア団体の活動内容を認識把握するとともに、
　場合によっては支援も必要である。

・ボランティア団体の活動状況の把握 ・町内ボランティア団体の把握
・社会教育関係に関するボランティア組織の育成 ・ボランティア活動を広く町民に周知する
　（図書館・資料館・青少年の健全育成・学習支援） ・ボランティア団体の自主性の尊重
・ボランティア団体の求める学習活動支援 ・ＮＰＯ法人等の検討

具体的施策

－７－

今後の

方向性

重点項目

推進項目

□ボランティアに関する学習機会の充実と活動の促進 □町内にあるボランティア活動情報提供

活動事例

現　　状

問題点
・

課　題



　　第５次和寒町社会教育中期振興計画の重点目標などから５年間の評価と新振興計画の重点項目
《社会教育振興部会関係》
第１節　社会教育の充実
３．社会教育の基盤整備

　生涯の各時期に応じて絶えず自己啓発を続けるための学習環境の整備に努める。

○　生涯学習推進体制の整備・充実

○　施設設備の整備・充実

○　指導者の確保と支援 　 　

□生涯学習推進体制 □学習情報提供、指導者の □各種委員の研修活動の □公民館「恵み野ホール」

　の整備 　充実 　充実と専門職員の資質の 　公民館分館の設備の充実

　向上

・社会教育スタッフ増員 ・生涯学習カレンダーの作成 ・各種研修会への参加奨励 ・視聴覚機器の充実

・関係各課、事業所、民 ・公民館の情報提供機能の ・先進地の視察研修の実施 ・分館の増設

　間企業、団体などどの 　充実（社会教育のホーム ・社会教育委員・分館長、 ・分館トイレの水洗化

　連携強化 　ページの作成） 　分館主事研修の充実

・学社融合の推進 ・施設間ネットワーク化の促

・既存の組織を核とした 　進

　生涯学習推進組織の ・生涯学習指導者の登録の

　検討 　促進

・各種事業の精選 ・電子メールを活用した施設

・年度ごとの中期計画の 　の利用申し込みや学習要

　見直し 　望の把握の検討

・広域社会教育事業の ・自然、歴史、文化などの

　推進 　和寒マップの作成
・公運審委員と社教委員の ・公民館の施設は充分整備

・行政の財政難、行政 兼務のため、任務が明確 　されているが、利用に不便
　改革の名のもとに、施 にされていない。 　さを感じる傾向がある。
　設の統廃合や機能の ・社会教育に係る各種委員 ・分館を設置しているが、指
　未整備がある。 　 の活用が不足している。 　導的な分館長や分館主事
　特に、専門職職員の 　の適切な配置が遅れてい
　未配置などによる住 　る。
　民サービスの低下が
　見受けられる。

・生涯学習推進体制 ・社会教育活動の地域リー ・社会教育と公民館の役割 ・公民館事業と教育委員会
　への認識が低い。 　ダーの育成 　を明確にする。 　事業の区別を明確に周知
　 　する必要がある。

・生涯学習に対する認 ・様々な媒体による学習 ・各種委員や委員会の ・公民館分館の実質的
　識を高める必要がある。　情報の提供を工夫 　専門性や活動の活性 　活動の点検

　化を図る 　（地域集会所的活用）
・社会教育関係職員、 ・公民館分館の今後の
　特に社会教育主事や 　あり方の検討
　図書館司書・博物館
　学芸員、レク指導者
　野外活動指導者など
　資格取得や知識・技術
　の向上に努める必要

がある。

推進項目

・
課　題

活動事例

現　　状

問題点

方向性

今後の

－８－

重点項目

具体的施策



　　第５次和寒町社会教育中期振興計画の重点目標などから５年間の評価と新振興計画の重点項目
《文化振興部会関係》
第２節　文化の振興
１．文化活動の推進

　創造性豊かな心を育てる芸術文化活動の振興に努める

○　生活文化の向上と地域文化の振興

○　文化団体サークル活動の奨励促進

□芸術文化鑑賞機会、発表機会

　 の充実 　 の奨励

・芸術文化鑑賞ツアーの充実 ・文化的趣味のグループ支援
・かたくり庵町民の集いの充実 ・各種公民館講座の充実 ・読み聞かせグループの支援
・和寒町民文化祭の活性化 ・学校開放講座の充実 ・文連加盟団体交流事業の奨励
　（体験コーナー・作品販売コーナー ・公民館分館講座の充実
　の実施） ・和寒町文化振興基金事業の推進
・児童生徒芸術文化公演の充実
・文化講演・公演会の充実
・三笠山大学と共催する芸術文化 ・毎年１０種類程度の公民館講座を ・文化的趣味のグループ支援
　鑑賞ツアー 　開催 　公民館講座から発展し自主的に
・朝日町との連携した文化公演 ・公民館分館交付金で地域の実情 　活動しているサークルあり
・かたくり庵の集いは名称を変えて 　に合わせた事業を実施 ・ボランティアグループポコアポコ
　実施 ・文化振興基金による団体活動を 　及び高校生ボランティアによる
・町民文化祭の開催、体験コーナー ・文化振興基金による団体活動を 　及び高校生ボランティアによる
　や作品販売は未実施 　支援（１団体３万円限度） 　土曜お話会の実施
・道の事業と連携しながら児童生徒 　Ｈ16　2団体6万円 ・文連加盟団体の交流
　対象の公演を実施 　H15　3団体9万円 　町民文化祭、道北文化集会
・実行委員会による文化公演の実施 　H14　１団体３万円 　道北吟道大会等
・芸術文化鑑賞ツアー ・公民館講座 ・学習意欲のきっかけとなるような
　朝日町だけでなく他の市町村 　もっと広いジャンルの講座が必要 　講座の開設が必要
　への鑑賞機会を検討 ・公民館分館講座 ・町民の要望を広く集めることが大切
・かたくり庵の集い 　文館の単位が縮小し、思うような ・ボランティアの人員が暫減少

問題点 　多くの町民の参加してもらうこと 　事業展開が出来なくなっている。 ・団体交流の継続した取り組み

・ ・町民文化祭 ・文化振興基金

課　題 　開催方法は実行委員会で検討 　預金利息を望めず、これまでの
・児童生徒芸術文化公演 　利息を使い運用しているが抜本
　子ども達に様々な文化的体験が 　的な改革が必要
　必要
・文化公演
　開催するジャンルが限られている。
　様々な要望の拾い上げが必要
・多くの施設等と連携して鑑賞機会 ・町民のニーズを把握し、特定の ・様々な講座から同じ趣味を持つ
　を拡充する。 　ジャンル、対象とならないような 　仲間のサークル活動に発展させる
・身近に感じてもらう片栗庵の広報 　公民館講座の開催 　ための支援を行う。
・町民文化祭と児童生徒作品展の ・本館講座を基本とし、補完的な ・読み聞かせなどに興味を持つ人材
　一体化と開催場所の検討 　事業として分館活動を考える。 　の発掘を行う。

今後の ・道との連携による開催、多くの体験 ・社会教育振興補助金として整理 ・文連加盟団体の交流は継続して
　に接することが出来るようワークショ 　する。 　行う。

方向性 　ップなどを活用する。
・ジャンルの偏らない文化公演を実
　施

重点項目

推進項目

具体的施策

活動事例

□各種団体サークルの自主活動
□文化創造活動の奨励

現　　状

－９－



　　第５次和寒町社会教育中期振興計画の重点目標などから５年間の評価と新振興計画の重点項目
《文化振興部会関係》
第２節　文化の振興
２．文化財の保護と活用

　郷土の歴史・文化を伝える文化財の保護と活用の推進に努める

○　ふるさとを愛する心を育む郷土文化活動の促進

○　文化財への理解、保護、活用　 　

・郷土文化に関する公民館講座などの実施 ・町民逸話集第2集の作成
　（ふるさと学習＜指定文化財、自然、アイヌ語など＞） ・郷土資料館展示の整備充実
・塩狩太鼓、稚児舞など郷土芸能の支援 ・特別展の実施
・片栗庵での児童生徒対象のお茶会の実施 　（各種施設における移動展示会の実施
　（学校のクラブ活動などど連携して） 　　東和収蔵庫、西和小学校郷土資料室の
・「神楽の舞」の復興検討 　 　　郷土資料の展示会など）
　 ・文化財調査の推進
　 ・図書館と連携して郷土資料の収集
　

・郷土文化に関する公民館講座は未実施　 ・町民逸話集の第２巻を作成中
　町民文化祭などで資料館の企画展を行い郷土理解を ・博物館連絡協議会と連携した巡回展の開催
　促している。 　町民文化祭での自主企画展を開催
・太鼓少年団に補助金を交付するなど、後継者の育成 ・文化財保護委員会で、資料の保存や町内の
　を支援している。 　石碑についての調査などが検討されている。
・学校のクラブ活動と連携するなどしてお茶会を実施し ・行政関係資料は主に役場各部局から、その他
　片栗庵の利用を高めている。 　関係資料は新聞記事などから著作者に連絡を
　また、ワットサム探検隊がお茶会の体験をしている。 　とり寄贈あるいは購入している。
・神楽舞については、神楽面を文化財に指定している。

・郷土文化にふれる機会を拡充する必要がある。 ・郷土資料館も老朽化してきており、今後資料展示を
・太鼓少年団への補助金支援はしているが、神事という 　継続していくのが困難となることが近い将来に懸念
　こともあって稚児舞には補助金は交付していない。 　される。
　しかし、過去には稚児舞の衣装を団体からの補助金で ・古い資料については分散していたり所在が不明な
　整備した経過にある。 　ため、整備が困難な状況にある。
・各地に残る郷土太鼓（塩狩太鼓の指導により発展） ・収蔵資料の整理が必要
　にも活動の活発化と支援が必要 ・文化財保護ボランティア（人材）確保は急務
・学校にいずれも部活としての茶道部がないため、別の
　方法を検討する必要がある。

・郷土文化に触れる機会の拡充 ・資料館資料のデジタル化（写真や動画で解説を
・太鼓・稚児舞など郷土文化の伝承団体サークルの支援 　交えてＣＤ－ＲＯＭ化）を推進する。
　（補助金の交付や指導者の派遣） ・重複している資料の整理をする。
・子ども達の茶道にふれる機会を拡充する。 ・廃屋の解体などで出てきた古い資料を寄贈して

　もらうよう呼びかける。
・町の資料に関する収集を積極的に行う。
・今後失われていく可能性のある現存資料の収集
　を急ぐ（各地に残る石碑など）
・実際に資料収集のために活動する人材（ボランテ
　ィア）を確保する。

問題点
・

重点項目

推進項目

具体的施策 □郷土の文化伝承活動の充実 □郷土資料の収集整理

活動事例

課　題

今後の

方向性

現　　　状
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　　第５次和寒町社会教育中期振興計画の重点目標などから５年間の評価と新振興計画の重点項目
《文化振興部会関係》
第２節　文化の振興
３．図書館活動の充実

　学習資料の収集た提供、学習援助の充実を図りながら親しみのある図書館運営の推進に努める

○　町民のニーズや地域の特色に対応した図書および資料の収集と保存の促進

○　豊かな心を育む読書活動の普及

□情報提供の迅速化と図書館

　 企画事業の充実

・病院、学校、保育所への配本事業
　の充実

・児童図書、話題本、リクエスト本 ・コンピューターを活用したレファレン ・利用マナーの周知徹底
　新刊類、郷土資料の積極的充実 　スサービスやレフェラルサービス ・心和む環境づくり
・視聴覚機器活用の研修会、学習 　の充実充実 　（生け花の展示など）
　会の開催 ・図書館ボランティアの確保と支援 ・任期新刊本コーナーの設置
・寄贈図書の有効活用 ・幼児、児童のための各種事業

　の充実
　（工作教室、おはなしなぞなぞ会
　木のおもちゃと遊ぼう、読書感想
　文コンクール、一日司書体験など）
・ロビーなどを利用した展示会など
　の実施
・祝祭日開館の検討

・蔵書数　７４，２０９ ・各小学校、病院、保育所、芳生苑
　　（内　児童書　２６，０１８冊） 　へ1回／月配本 ・張り紙、職員巡回、学校教員に
・郷土資料　１，４５１ ・コンピューターによるレファレンス 　よる利用マナーの徹底
・リクエスト　年間約100冊外 　レフェラルサービスの実施 ・ロビーでの生け花展示で環境
　　相互貸借を実施 ・ポコアポコ、和寒高生による土曜 　づくり
・視聴覚室の利用　120回／年 　お話会（ボランティアグループ） ・新刊図書、貸し出しベストテン
・寄贈図書　随時受け付け ・人形劇・影絵・図書館ツアー 　話題本、特集コーナー設置

　工作教室・絵本原画展・感想文
　コンクールの実施
・墨絵、押し花、児童リサイクル作品
　展示などでロビーの活用
・５／５、１１/３の祝日開館

・図書情報へのニーズが増加 ・ボランティアの確保
　しており対応が困難になって ・町内行事等との連携が必要 ・職員不足で館内巡視が困難
　きている。
・職員のレファレンス能力の
　研鑚が必要

・積極的なレファレンス対応を ・図書館ボランティア活動に興味 ・館内禁止事項などの周知に
　実践し、生涯学習施設として 　を持つ人材の発掘 　よるマナー改善
　の図書館を構築する。 ・関連部局と連携をとった事業

　展開に努める。方向性

重点項目

今後の

推進項目

具体的施策

問題点
・

□読書環境の整備充実□図書、視聴覚資料の充実

課　題

現　　状

活動事例
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　　第５次和寒町社会教育中期振興計画の重点目標などから５年間の評価と新振興計画の重点項目
《文化振興部会関係》
第２節　文化の振興
４．文化振興のための基盤整備

○　生活文化の伝承をする指導者の確保と支援

○　多様な学習ニーズに応える施設設備の整備充実

□委員や専門職員の研修機会の

　充実

・伝承遊びや昔の農作業の ・文化財保護委員の研修機会 ・図書館視聴覚機器の充実
　体験の場作り 　の充実 ・郷土資料館の整備
・異世代間交流事業の実施 ・各種研修会への参加 　（入り口にスロープの設置）
・生涯学習指導者の登録推進 ・片栗庵の整備

・Ｈ13．ビデオプレーヤー老朽化
・ワットサム探検隊で、伝承遊び ・文化財保護委員研修は、 　とＬＤ生産中止に伴い
　昔の農作業など体験の場づ 　Ｈ13年以降取りやめている。 　ビデオプレーヤー6台
　くりを実施 ・以後道北博物館連絡協議会    DVD/LDﾏﾙﾁﾌﾟﾚｰﾔｰ6台
・三笠山大学と小学生との世代 　に職員を派遣している。    DVDﾌﾟﾚｰﾔｰ１台」を購入
　間交流を実施 ・Ｈ1６．第2資料館(西和）開館
・Ｈ13に生涯学習指導者名簿 ・　同　　郷土資料館屋根改修
　を作成｢和寒の社会教育」で ・Ｈ１５．片栗庵壁面一部改修
　毎年更新等確認

・機器の老朽化に伴い買い替え
・小学生と高齢者の交流に ・文化財関係の研修会は多 　が必要、現状は修理
　とどまっている｡ 　数案内があるものの、学芸 ・郷土資料館は開館から30年
・生涯学習指導者は、名簿 　員対象で参加しにくい｡ 　経過しており老朽化している｡
　作成から5年経過し、新た ・町独自の研修についてＨ 　資料の展示方法を含め検討の
　な人材の発掘が必要 　13を最後に実施なし 　必要がある。
・名簿が活用されていない｡ ・片栗庵の水車が老朽化して
・その他の人材育成が必要 　修理の必要がある｡

・異文化交流を特定の世代に ・研修会参加より、実際の現場 ・図書館の各機器、設備の老朽
　とどめず、多くの世代に拡大 　に役立つ方法を研鑚する｡ 　化に対応し、利用しやすい環
　していく｡ 　境の維持につとめる｡
・生涯学習指導者の人材発掘
　と、公民館講座に特別なスキ ・資料館の資料整理、展示の方
　ルを習得できるきっかけを作り 　法を工夫する｡
　人材育成をする｡ ・片栗庵の維持管理に努める｡
・登録者が活躍できる場を提供
　する。

問題点

課　題
・

重点項目

活動事例

現　　状

　芸術文化活動の指導者や文化財の保存・活用のための人材の育成や文化施設の整備充実に努める

方向性

□施設設備の充実

推進項目

具体的施策 □生活文化の伝承と人材活用
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今後の



　　第５次和寒町社会教育中期振興計画の重点目標などから５年間の評価と新振興計画の重点項目
《スポ―ツ振興部会関係》
第３節　スポーツの振興
１．スポーツ活動の充実
◇幼少年のスポーツ活動の充実（0歳～15歳）

　親と子のふれあいや異世代間との交流を取り入れた多様なスポーツ活動の充実に努める

○　野外活動など自然に親しむ機会やスポーツ活動の充実

○　少年団活動の奨励、促進と指導者の支援と確保

・ジュニアスポーツ教室の充実 ・各種大会の開催、参加奨励
・乳幼児体操教室の実施 ・社会教育だより、広報誌などを活用した情報
・少年多種スポーツ体験教室の実施 　提供の充実、加入促進
・自然を活用した各種教室の充実 　（各種大会、少年団活動状況など）
　（カヌー教室、歩くスキー教室など）
・異世代間交流パークゴルフ大会の実施

・町主催や関係団体主催による幼少年を対象 ・6団体122名の会員数があり、各種の地方大会
　とした事業が展開されてきたが、参加者が少ない｡ 　に参加し活動している｡
・スポーツ教室事業については、5団体で実施 ・平成16年度においては、サッカー少年団、
　延べ108回、610名のジュニアの参加があった｡ 　17年度にはテニス少年団の発足をみている｡

・指導者の固定化、高齢化などから後継者育成 ・他の少年団体との交流が必要
　が必要（資格取得者への支援） 　（異種競技・異世代間交流）

・スポーツを通した親子のふれあい事業が少ない｡

・子どもを指導者にあずけるケースが多いため ・少年団活動の母体となる育成会組織の整備
　親も一緒に参加できる体制作りが必要

・指導者の発掘・養成
・指導者の発掘・養成

・関係機関との連携（保育所・学校・体協など）方向性

具体的施策 □多様なスポーツ活動機会の充実 □少年団活動の奨励促進

活動事例

現　　　状

問題点
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・
課　題

今後の

重点項目

推進項目



　　第５次和寒町社会教育中期振興計画の重点目標などから５年間の評価と新振興計画の重点項目
《スポ―ツ振興部会関係》
第３節　スポーツの振興
１．スポーツ活動の充実
◇青年のスポーツ活動の充実（16歳～25歳）

　地域や仲間との交流を深め、スポーツに親しむ機会の充実に努める

○　スポーツ活動、大会参加機会の充実

○　青少年参画事業の充実

・道民スポーツ上川北部大会参加
・スポーツ活動、大会の情報提供の充実 ・青年のスポーツ活動に関する意識の把握
・職域、地域スポーツ交流大会の実施 ・青年スポーツ指導者の発掘・支援

・地域、職域スポーツ活動の推進とリーダー
　の支援
・各種指導者研修会への参加奨励支援
・青少年自然体験活動指導者講習会への
　参加奨励支援

・自由時間の活用の多様化などによりスポーツ離 ・
　れの傾向にある
・スポーツ活動を実践続けている青年の固定化
・スポーツ団体への新規加入者の減少等が顕著

・各種指導者養成講習会への参加者が
・スポーツ活動実践者の減少と固定化 　減っている｡
・運動する者、しない者との差が激しいため ・青年が集うスポーツ交流の機会が少ない｡
　体力の低下につながっている｡

・各種スポーツ活動への参加意欲を持たせる ・町内外の青年スポーツ交流会などを通して
　情報提供の工夫 　仲間作り、愛好者の拡大に努める｡

・教室など学習機会の充実

・スポーツを通した地域づくり、仲間づくりに努める｡

現　　状

問題点
・

推進項目

具体的施策 □成年が企画・立案、実施するスポーツ活動の充実

重点項目

□各種スポーツ活動の参加奨励

活動事例

課　題

今後の

方向性
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　　第５次和寒町社会教育中期振興計画の重点目標などから５年間の評価と新振興計画の重点項目
《スポ―ツ振興部会関係》
第３節　スポーツの振興
１．スポーツ活動の充実
◇成人（一般）のスポーツ活動の充実(26歳～64歳）

　健康で明るい生活を築くスポーツ活動の普及とスポーツの日常化の促進に努める

○スポーツの日常化推進　　-町民一人一スポーツの推進－

○スポーツ団体の支援

□運動能力や体力にあったスポーツ □地域や職場でのスポーツ活動の □　スポーツ団体の自主活動の
　活動の促進 　促進 　奨励促進
・各種スポーツの普及 ・スポーツモデル職場、地域の
　（ペタンク、フロアカーリング） 　指定検討 ・民間団体による体育協会事務
・道民スポーツ上川大会参加 ・体育指導員、スポーツ指導員 　局体制の確立
・町民運動会、スキー大会へ 　地区スポーツ推進員の参画に ・自主財源の確保の奨励
　の参加奨励 　よるスポーツイベントの充実
・キャンプや森林浴、歩くスキー ・スポーツへの関心や健康・体力
　ウオーキングなど身近な自然 　づくりの意識啓発のための情報
　を活用した野外活動の充実 　提供の充実（健康セミナー）
・町民スポーツチャレンジデー ・公区、職域対抗スポーツ大会
　移動成人スポーツの充実 　の充実

・町及び各種関係団体が主催 ・スポーツ推進組織の利活用が ・現在仮称「体育協会改革検討
　するスポーツ大会・教室事業 　未だ機能されていない感がある｡ 　委員会」を立ち上げた｡
　に多くの町民が参加している ・様々なスポーツ機会が提供され
　が固定化されてきている。 　多くの町民が参加しているが
・気軽にできるスポーツには、 　マンネリ化しているとの声もある｡
　中高年者の参加が増えて
　きている｡

・大会に向けての練習参加者は多 ・スポ―ツ推進関連組織の意識 ・体育協会の法人化
　いが、例会等の参加者は減少 　高揚が必要
　傾向にある｡

・だれもが参加しやすい軽スポーツ ・パークゴルフが普及している ・仮称「体育協会改革検討委員会」
　種目の開拓普及に努め、なじみの 　状況下で各組織を巻き込んだ 　の中で協議され、方向性を出す。
　薄い人達への呼びかけが必要 　競技会・スポーツ大会の実施

・今あるスポーツ推進関連組織
　の活性化を図り、健康・体力
　づくりに関する興味関心を高め
　ていく必要

今後の

方向性

・
課　題

問題点

重点項目

推進項目

具体的施策

活動事例

現　　状
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　　第５次和寒町社会教育中期振興計画の重点目標などから５年間の評価と新振興計画の重点項目
《スポ―ツ振興部会関係》
第３節　スポーツの振興
１．スポーツ活動の充実
◇成人（女性）のスポーツ活動の充実（26歳～64歳）

　健康や体力づくりを目指したレク機会の提供やスポーツ活動の推進に努める

○　日常的な健康・体力づくり・スポーツ活動の奨励推進

○　各種スポーツ団体の支援

・レク・軽スポーツ活動の充実（ウォーキング・ラジオ
　体操、ダンベル体操、ストレッチング、太極拳など
　一人で気軽に出来る運動の普及） ・女性スポーツクラブ交流大会の実施
・スポーツニーズの把握 ・各種スポーツサークル、クラブの情報提供充実
・親子スポーツ活動の奨励
・女性のための健康・スポーツ相談の実施　
　(保健福祉課との連携による）
・乳幼児のための健康体操教室の充実
・各種スポーツ大会の実施
　(ミニバレーボールなど）
・女性軽スポーツ教室の充実

・愛好者の固定化が見られるが、女性スポーツ教室 ・ママさんバレーボール、ママさん卓球など5団体
　やミニバレーボール大会及び水中エアロビ等女性 　の女性スポーツ団体があり、活発に活動されてい
　を対象としたスポーツ活動の機会は充実している｡ 　るが、高齢化が進んでいる｡

・実践種目の模索と選定 ・クラブ員の固定化と高齢化が進んでいる｡
・愛好者の固定化

・家に閉じこもっている女性達へのアプローチ ・新規加入者促進のための案内PRの強化
・高齢になっても気軽に運動が出来るスポーツ種目
　の提供と普及

活動事例

今後の

方向性

現　　状

問題点
・

課　題

□ライフサークルに応じたスポーツ活動の奨励 □スポーツクラブの組織化の奨励

重点項目

推進項目

具体的施策
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　　第５次和寒町社会教育中期振興計画の重点目標などから５年間の評価と新振興計画の重点項目
《スポ―ツ振興部会関係》
第３節　スポーツの振興
１．スポーツ活動の充実
◇成人（高齢者）のスポーツ活動の充実（６５歳以上）

　健康づくりと仲間づくりのための交流の機会や軽スポーツ活動の推進に努める

○　健康づくり、体力保持、ふれあいを深めるためのスポーツ機会の拡充

○　各種スポーツクラブへの加入促進

・異世代間スポーツ交流事業 ・高齢者健康づくり相談の促進
・レクレーション教室の実施 　（保健福祉課との連携）
・軽スポーツ教室の充実 ・高齢者のための健康・体力づくり情報提供
　（パークゴルフなど） ・各種スポーツクラブの情報提供
・各種スポーツ大会への参加奨励

・高齢者スポーツ団体は、4団体会員数200名 ・健康運動指導士による転倒防止教室及び
　介護予防教室の開催（バランス測定など）

・近年比較的疲労が残らず、体力維持のため 　を実施
　ウオーキングが中高齢者に好まれている。 ・三笠山大学主催によるレクリェーションダン
・パークゴルフ場の開設により、自分の体力に 　ス講習会等の開催
　合わせて仲間と楽しみながらゲーム感覚で　
　健康づくりと体力維持が図られている。

・仲間づくり・生きがいづくりのための積極的な ・日常生活の基本となる体力・運動能力等
　社会参加（ボランティア活動・異世代間交流） 　の体力テスト・スポーツ相談が必要
　等が必要
・健康・体力保持に関する知識や技術の啓発
　普及情報の提供

・高齢者ニーズの把握につとめスポーツ活動等 ・保健福祉課との連携強化と健康づくり教室
　への参加奨励と拡大を図り、青少年とのスポーツ 　等への参加奨励を促進
　交流事業を推進

推進項目

具体的施策

重点項目

活動事例

今後の

現　　状

問題点
・

課　題

方向性

□年齢に応じたスポーツ活動の充実 □健康、スポーツ相談事業の充実
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　　第５次和寒町社会教育中期振興計画の重点目標などから５年間の評価と新振興計画の重点項目
《スポ―ツ振興部会関係》
第３節　スポーツの振興
２．スポーツ振興のための基盤整備

　スポーツ指導者の充実と多様なニーズに対応できる施設整備の充実に努める

○　スポーツ指導者の有効的な活用と充実

○　施設運営、管理体制の整備充実

○　施設設備の整備充実 　 　

□生涯・競技スポーツ指導者の □職員や各種委員の研修機会の

　養成充実 　充実
・女性、若い指導者の確保と支援
・スポーツ振興基金の有効活用 ・各種研修会への参加奨励
・生涯学習指導者への登録推進 ・体育指導員、スポーツ指導員 ・Ｂ＆Ｇプールの整備
・総合地域スポーツクラブの検討 　地区スポーツ推進員の連携強化 ・東山スキー場の整備
　（中学校・高校の部活や少年団 ・総合体育館、青少年会館整備
　体育協会などとの連携強化）
・少年団指導者養成講習会
　スポーツ指導者養成研修会
　等への参加奨励
・スポーツ振興指導者養成事業の

　推進

・各体育施設の維持及び整備により
・スポーツ振興基金の運用益 ・ニュースポーツの研修会には 　機能の充実を図っている。
　により指導者養成に努めてきた 　体育指導委員や職員が参加 ・三笠山自然公園パークゴルフ場は
　が、近年の低金利のために町 　しているが、推奨するニュー 　専門業者による維持管理により町
　費の上乗せをしなければならな 　スポーツがなかなか見つから
　くなってきた。 　ない現状にある。 ・町営球場及び土間付き体育館も完

・スポーツ推進組織の活用が 　成し、多くの町民の利用で賑わって
　不十分である。 　いる。

・新規指導資格取得者の要請 ・スポーツ推進組織の意識高揚 ・既存施設の老朽化に伴い、今後
　とも計画的に営繕を進める必要が

・低金利による支援額不足 　ある。

・指導者も高齢化しているため若い ・スポーツ推進関連者への積極的な ・武道館・青少年会館については
　指導者の発掘・養成が急務 　情報提供 　大きな改修が必要になった時点

　で他施設との関連であり方を検
　討する必要がある。

重点項目

推進項目

　内外の利用者から好評を得ている。

課　題

今後の

具体的施策 □施設の設備の充実
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方向性

活動事例

現　　状

問題点
・


